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アルツハイマー型認知症（AD）で認知機能の異常に気づいた時にはすでに多くの神経細胞が

脱落し、いかなる薬剤も効かずに病気が進行します。したがって、認知機能が低下する前に予防

する以外には方法がありません。歯が抜けたあとで薬を塗っても歯は生えてこないので、歯周病

を治療するのと同じ論理です。100年以上もの間、脳内のアミロイド班が ADの原因と言われてき

ました。しかしレカネマブなどの薬の登場で、アミロイドβを劇的に排除できたのに症状はほとんど

変わらずに進行することが皮肉にも証明されてしまいました。つまりアミロイドβが溜まってからで

は遅いのです。歯周病で歯を失う前にポケットの深さを測定するように、細胞脱落前のリスクを検

知する方法はないのでしょうか。これまではアミロイド PETが標準検査でしたが、アミロイド陽性で

は遅いうえに直接の原因ではなく結果のひとつに過ぎないという疑いもある現在、健常者でも手軽

に将来の認知症リスクを測定できる方法が望まれます。 

我々は深層学習した AIが作成したプロトコールで MRI画像からアルツハイマー病の発症リス

クを測定し、対象者に予防戦略を実行していただいています。健常者の MRI画像からリスクを測

定することは、人間には不可能ですので AIだけが頼りです。しかし AIにも『クセ』があるため日本

と欧州の研究チームのそれぞれの AIを併用し、さらに以前からある VSRAD という統計解析ソフト

も合わせた 3段階の検討を行っています。リスクが 50％以上の方はすでに軽度認知機能障害ま

たは ADであるため原則除外し、30-50％の希望者に対して AD発症を抑制するために、これまで

の薬剤疫学研究で有効性が示される既存薬の投与や生活改善などをお勧めしています。これら

の患者さんの中から一人も ADを発症させないことを目標に、末長く活動をしていく所存です。 
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